
忽0の 一1万盈 の秘儀性

前 田 禮 子

1.cα11〃3θ 」醜 〃zαθ乙

〃oの 一D姓 は、CallmeIshmael.と い う文 で もって始 まる。私 の名 をIshmae1と で

もしてお こ う、 とい って、語 り手が登 場す る。彼の名 がIshmaelと い うの であ るか どう

か、 じつ の ところ不明 で あ る。仮 にIshmae1と 呼ん で くれ、 といっ てい るの であ って、

彼 が何 者 であ るかわか らないの であ る。

彼 はIshmae1と い う名 の仮 面 をつけ た、言葉 のみが 湧 き出 して くるあ る実 体(entity)

であ って、姿 か たち をそな えてい ないの であ る。Ahabや その他 の登 場 人物 の、映像 と し

ての特 徴 は、 は っき り浮か び上 が るので あ るが、語 り手 の姿が どの よ うな もので あ るの

か につ いては、 なに も述べ られ ていな いので、 わか らないの であ る。語 り手 の、名 も姿

も、霧につ つ まれて い るの であ る。若者 で あ ってPequod号 の一 貝 であ る、とい う以外 に

は、語 り手の姿 は見 え ないの であ る。

た しか に、語 り手 は、勇 ま し く活躍 して はい るが 、それ で も彼 の存在 は、Queequegの

影 の よ うな もので あ る。行 動 の 人 と言葉 の人、寡 黙 と饒 舌、 な ど、Queequegと 語 り手

は、 たがいに他 方 を補 完 しあ って、 二人合 わせ て一 人の よ うな存在 に なって しまう。 そ

のため、語 り手の姿 は さ らに希 薄 に なって、 ま るで風 の よ うな存在 に なって しま う。 し

たが って、語 り手 ただ一 人が生 き残 るこ とに な るの だが、風 の よ うな存在 には、失 うべ
つげ

き姿か た ちな どもちあわせ て いないの だか ら、我 これ を汝 に告 ん と して只一 人の がれ来

れ り"ANDIONLYAMESCAPEDALONETOTELLTHEE"と い う結 末 が矛盾

な く導 き出 され る こ とにな る。

Ishmaelの 不 死性 は、QueequegとIshmaelが ギ リシャ神 話 の双児兄 弟CastorとPol-

luxに た とえ られ る設定 か らも導 き出 され る。Castorは 母 であ る人間 の女Ledaの 血 を

受 け たため に、や が て死 すべ き運 命 であ るのに たい し、Polluxは 父Zeusの 不死性 を受 け

た。や が てCastorもPolluxもZeusに よって天 に上 げ られ 、双児座 の星 に なった と伝 え

られ る。双 児座 は船 員 の守護神 であ ると も伝 え ちれ る。CastorとPolluxは 、ギ リシャ神

話 に よる と、ア ル ゴー船 に同乗 して金 羊毛探 求の旅 に 同行 した英雄 であ った。 白鯨探求
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の航 海 とア ル ゴー船 に よる金 羊毛 探求 の それ とが 重ね合 わせ られ て い るの は、 い うまで

もな い。 語 り手 の不 死性 ・神 話性 は、 〃o∂ッー1万6々に冒頭 か ら織 りこ まれ た設定 で あ る。

す でに述べ たよ うに、Ishmaelと い う名 は語 り手 の仮 面 であ って、彼 には、いわば、顔

が な いので あ る。顔 が な い、 とい うこ とにつ い ては、鯨 も同様 であ る。 正面 か らみ る と、

MobyDickの 顔 は、 そ びえ立 つ 白い壁 で あ るだ ろ う。 その 壁 は また、仮 面 で あ る、 と

Ahabは い う。Ahabは 、その仮 面 を突 き破 って、仮 面 の彼 方に あ る もの を見 きわめ よ う
　 　 の

とする。仮面の裏側 とは彼岸の世界であって、か たちある物質 の世界ではない。物質の
コ 　 　

裏側 を見 るため には、Ahab自 身 もか たちあ る物 質 のか らだ を捨 て なけれ ば、その世 界へ

入 って い くこ とはで きな い。仮 面 の裏 側 は、いわば、物 質の裏 の 、影phantomの 支 配す

る領 域 であ る。 そ こは、 なに もない虚 無の世 界 であ るか もしれ ない し、 あ るい は、 太古

よ り数 知 れぬ シャー マ ンや予 言者 た ちに よって語 りつ がれ て きた、 あの神 的 な、不死 の

世 界が あ るか もしれ ないの であ る。Ahabは 、無 い か も しれ ないが 、 あ るか も しれ な い、

その神 的世 界に賭 け る こ とに したの であ る。Ahabは 、MobyDickを 打 ち取 るため とい

うよ りは、MobyDickの 中へ 没 入 し、不 死 身の 白い鯨 が導 く世 界へ 移行 しよ う とした、

とい うべ きだ ろ う。Ahabは 、生 きた まま、ふ た たびNuntucketへ 帰 るこ とな ど考 えて

いなか った ので あ る。

出エ ジプ ト記 では、神 は、 モー ゼ と少数 の選 ば れ た人の ほか には顔 を見せ てお られ な

い。語 り手Ishmaelも 顔 を もた ない。語 り手が 、 ギ リシャ神 話 の概 念 か らは、伝 達者 で

あ るヘ ル メス神 として の、 また、 旧約 聖 書 に も とつ くのだ とす る と、神 の言葉 をあずか

る預 言者 としての 、 なにか そ ういっ た神 的機能 を もっ存 在 であ る と意図 され て、物語 を

語 りは じめ るに あた って、 まず、 それが 、示 され てい るの であ る。 その儀 式 的呪文 と も

いえ るの が、CallmeIshmael.と い う語 句 であ る。

CallmeIshmael.こ の文 は、三 語 か らな るの で あ るが、両 端 の二語 は、柱 の よ うに そ

び え立つ。 その二本 の柱 の 中央に は、 わた しmeが 小 さ く立 って い る。 また、Cal1のC

とIshmaelの1が 大 き く綴 られ て、 この 二文 字 が 強 調 され て い るの に気 づ く。 また、

」40の一D嬬 の各章 をあ らわ す数 字 は、ア ラ ビア数字 ではな くロー マ数 字 で、初版 では綴

られ て いた。CH4P刀eπ1の 数 字が、1で は な く1と 綴 られ てい た こ とには、その ため

の意 図が あ った と考 えるべ きだ ろ う。1の 文字 は、数 をあ らわ してい ると同 時に、一 人
　 　 　 　 　 り

称 の 、 わ た し を あ ら わ す こ と もで き る。 こ の わ た し は、Melville自 身 で あ っ て も よ く、

　 　 　 　

また読 者各 人 であ って もよいだ ろ う。ル10の一D嬬 とい う物語 は、わた くし とい う 自己か

ら始 ま り、 自己 自身 の魂 の遍歴 の神 話 であ る、 とい う認識 の も とに読 む こ ともで き る、

とい う設定 に な ってい るの であ る。

CallmeIshmael.と い う文 章 か ら、1とCの 文字 記号 に 注意 を払 って読む よ うに、 と

い うメッセー ジ を受 け とった こ とに して、CE4P7ERIを 眺め てみ る と、 この`Loo〃2一
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勿8ε'の 章 には、Cと1の 文 字が ち りばめ られ て い るの であ る。これ につ いては 、「『白鯨 』

一 そ のヘ レニ ズ ム とキ リス ト教 思 想」 で、 す で に あ る程 度 述べ た。Melvilleの 他 の作

品、`1α η4卿C勉 η魏 の'と い う短篇小 説 の表題 に も、両端 の、1とCの 文 字 が強調 さ

れ て い る と考 え られ るの だが、 この配例 では、Cと1が 逆 に な って い る。 しか し、 自己

自身が なに よ り最 重要 で あ る とい うMelvilleの 意志表 示 にか わ りはな い。`1研4御

C雇 吻ηヅ とい う語 句 には、 さ らに工 夫が あ る。煙 突Chimnyは 、か た ち を簡略 化 した図
　 コ コ 　 の 　

で あ らわす と、1の 文 字 その もの にな る。 わた しと煙突 は、 同一化 されて、 わ た しす な
きつ りつ 　 　 　

わ ち煙突、 とな って しま う。`1碑4鍔C勿 辮ηヅ とい う語 句 は、 屹立 す るわ た し自身、

をあ らわす こ とに な って しま う。

文 字 を図像 と して眺め 、 その イ メー ジ を拡大 して い くとい う手法 は、Melville独 自の

もので あ るか も しれ ないが、Melvilleが なにか に触発 されて、 こ うい った手法 を案 出 し

た とい うこ とが あ りうるか も しれ ない。 とい うの は、同年 に出 版 され たHawthorneの

銃6S6α7観L6漉7が 、Aと い う文字 に重要 な意 味 を もたせ て、 その文字 を中心 に物 語

が運 ぶ 筋立 て を して い るか らで あ る。 どち らが どち らに影響 を与 えたのか は、 言 いがた

い もの が あ るが、創 作 中の作 品 の内容や 進行 状況 にっ いて、Melvilleは 純朴 に も、Haw-

thorneに 逐 一 報 告 して い た ふ しが あ る。 〃oの 一D醜 のQueequegと 、Hawthorneの

丁舵Wbη467Boo々 のQuicksilverと は著 し く類似 してお り、QuicksilverはQueequeg

か ら示 唆 をえたで あ ろ うこ とは想像 にか た くない。HawthorneがMelvilleの 発 想 に あ

ずか った可 能性 は、 きわめ て大 きい ので あ る。Hawthorneの 、素 材の扱 い方 が比較 的単

純 で あ るの に た い して、Melvilleの ば あ い、 きわ め て複 雑 で意 図 を見 きわめ 難 い。 そ
の 　 　

の、読 者 の理解 を拒 ん でい る点 が、Melvilleの 技 法 の まず さであ る とみ な され て しま っ

て い るの であ る。作 品の主題 を伝 える、 いわば、標 識 として、特 定 の文字 を象形 記号化

して しま う方 法 は、 の ちのImagism運 動 と相通 じるものが あ る。

1とCの 二 文字 だけ で は、〃oの 一D勲 を解 く鍵 として は まだ不 十分 であ る。欠かす こ

との で きない、 さらに もう一 文字 が、透 か し出 され るべ く伏 せ られ て い るの であ る。 そ

れが、Hの 文 字 で あ る。 〃oろツーD勲 の物 語 の意味(signification)を 完結 させ るにあ た

って 、Hの 文字 が 内包す る秘儀性 を見過 す こ とは で きない。 なぜ な ら、IHCと 綴 る と、

InHocSalus=Inthis(cross)issalvationと な って、 この三文 字 は、 イエ ス ・キ リ

ス トを示 す語 に なって しま うか らであ る。

II.E7YMOLOG}/神 人合 一

神 秘 思想 とい う ものが、古 くか ら伝 わ って い るの だが、 これ につ いて述べ てみ たい。

ETy躍OLOGyの 、短 い解 題 の文章 に よって、ル40の 一D娩 の本質 は神 秘思 想 にあ る、と

示 され て い る。丑40勿一D娩 は、 きわめ て宗 教 的 な、深 い瞑想 の書 で あ り、人 の潜 在 意識
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を とらえて離 さぬ ものが あ る。π40加 一D盈 は 、物語 りで あ るか ら当然 であ る、 とい った

域 をは るか に こえ て、イ メー ジにみ ちて い るの であ る。躍oの 一D盈 は哲学 の書 で あ る と

もいわ れて い るが、 哲学 の書 は 、 イ メー ジが 少 な く、 抽象 概 念 で語 られ る こ とが 多い。

乃40勿一D盈 の語 り方 は、抽 象概 念 に よ らず、 イ メー ジ を 多用す るの であ るか ら、独 自の
うしお

手法 に よる とい え るで あ る。語 り手Ishmaelは 、押 しよせ る潮 の よ うに、言葉 をつ らね

るの であ るが、 結局 よ くわか らない、 とい う印象 を与 え る。 イ メー ジをつみ か さね る手

法 が とられて い るの で、物語 で あ りなが ら、詩 的 な説 明方法 が と られ てい るの であ る。

Melvillは 、膨大 な量 の 詩 を残 して、詩 人 と しての評価 が高 ま りつ つ あ るこ とか ら も、 も

っ ともな手 法 と思 われ る。

イ メー ジを並 列 させ る、 とい うよ りむ しろ、 重層 させ る とこ ろに、Melvilleの 文体 の

特 色 が あ る。ETyMOLOG}/に 、中学校grammarschoolの 図書館 員sub-sublibrarian

が補助 仕事 に励 む姿 と、 そ の背後 に、 超 人的 な導 師 の、威 厳 にみ ちた幻の 姿が 見 えか く

れす る二 重構 造 につ い ては、す でに述べ た。 この、 イ メー ジの二重構 造 が、 〃oの 一D∫漉

の技 巧 の特 色 であ る。 すべ ての宗教 の究極 の 目的は 、神 人合一 とい う神 秘 思想 であ って、

Melvilleが440の 一D勲 で工 夫 した文 体 は、神 と人 とが合 一 す る、とい う イメー ジ をつ く

るこ とに あ ったの であ る。几40ろ鯵1)盈 には 、聖 書 か らの、 また その他 の古典 か らの言 及

が 多 く、 ときに、 わず らわ しいほ どの もの で あ るが 、 それ は何 百年 もの長 い年 月 をへ て

言 及 され考 察 され 、増幅 され た言葉 の意 味 と相 乗す るよ うに、Melvilleが 言 葉 を もちい

て 、神秘 思 想 の深 み を とらえ よ うと した ため では な いか、 と思 われ る。一 つ の 言葉 が 多

くの意 味 を乗せ て共鳴 しあ う、一つ の 言葉 で あ りなが ら多重和 音 に なって 多 くの意 味 を

反響 させ る、 多 くの 言及 をち りば め る、 とい うの が、 乃40ろ鯵D娩 の文体 の特 色 で あ る。

その よ うに して、 あ い まい さ、不 可解 さ、 深遠 さ、が 引 き出 され るの で あ る。聖 書 の 言

及が 多い に もか か わ らず 、無神 論 の作 品 と評 され、不 条理 さが 前 面 に押 し出 され て、

〃o∂ッーD嬬 は きわめ て現 代 的 な作 品に な って い るので あ る。しか し他 方、一つ の 言葉 の

中 に、 あ ま りに 多 くの意 味 の交響 が あ って、残 響 の か らみ あ った、 そ うい った文体 に な

ってい るの も事実 であ る。 これ では作 品の意 図が 伝 わ らな いの で、 明確 な解 釈 を導 くた

め に手 引 きが用 意 され て い るの で あ る。 言葉 の迷 路 をか きわけ解 答 を手 にす るために は、

言葉 の枝 葉 は無視 し、 言葉 の語源 に、 言葉 の根本 義 に注 目せ よ、 とい うこ とに な るの で

あ る。

ETyMOLOG}/の 、中学校 図書館 の補助 職 貝が 、入信 の初 心者 の 手 を とって教 え導 く

偉大 な師 の イ メー ジ と重 な り合 って い るこ とにつ いて考 えてみ る。 一 人の 人物 の現世 的

な姿が 、も う一 人の、さ らに偉 大 な 人物 の幻影phantomと 重 な りあわ さって一致 す る と

い うイ メー ジ構 成 は、 あ る意 味 では、神 人合 一 を模 倣 した神 秘 思想 を暗 示 してい る、 と

い えな いだ ろ うか。躍oの 一D嬬 の物 語 自体 がMelvilleの 想像 に よるphantomで はあ る
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が、それ は さてお き、形 あ る もの としての、た とえばAhabと い った登場 人物 が、Ahab

自身の想像 の 中で えが い たphantomと 合 一 しよ う とねが う とき、Ahabの 目的 は、あ る

種 の神 人合一 であ る とい えな いだ ろ うか。〃oろッーD娩 の文 体 の特色 は、イメー ジに よっ

て語 らせ よ う とす る点 で あ り、 語 られ た部分 では な く、語 られて い ない部 分 に、真 の意

図 がか くされて い るの で あ る。語 られて い る もの は語 られて い ない もの をた ぐり出す た

め の手掛 りcueに す ぎない ので あ る。雄弁 と沈黙 は しば しば対比 され るが、 この作 品 で

は沈黙 が雄弁 よ りは るか に大 きな比 重 を もつ の であ る。Melvilleは なぜ 、 この よ うに、

隠す こ とに こだわ るの だろ うか 。 その理 由 は、 一つ に は、Melvilleは 自然 を模 倣 して い

るか らで あ る。 自然 は、 沈黙 し、説 明 をしないか らであ る。

形 あ る もの と、形 の ない まぼ ろ しphantomが 一つ に重 なる とい うの は、神秘 思 想の 中

心概 念 で あ る。聖 書 も、 ギ リシャ神 話 も、 イス ラム思想 も、 また佛教 も、奥義 はすべ て

この点 に あ る。 奥義 に はすべ て、神 人合 一 の概 念 が あ る。 その ような合 一 を暗示 す る神

話が伝 え られ てお り、聖 書 では、 人は神 の似 姿 と して創 造 され た とい う話 で あ り、 ギ リ

シャ神 話 では 、 自己の映像 と対 侍 す るナル シスの話 であ る。

ル40勿 一D勲 に は、ギ リシャ的 な る ものが 多分 に組 み こまれて い るのだが、では、 どの

よ うな もの をギ リシ ャ的 で あ る とみ なす のか につ い て説明 しなけれ ばな らな い。 ギ リシ

ャ神 話が 、plotと して、 白い鯨 を追 い求 め るこ と と金 羊毛 を探求 す るこ と と重 な ってい

る、 な どな ど、 そ ういっ た表 面的 な筋 立 て と、 その 筋立 ての 内側 にあ るギ リシ ャ神話 の

精神 ともい うべ きもの とが不 可分 に、〃o勿 一D嬬 の なか に あって、作 品 を構 成 してい る

の で あ る。

また、 なに を もってギ リシャ的 な もの とす るのか といえば、 それ はア ポ ロに由来す る

もの とデ ィオニ ソス に由来 す る もの とで あ る、 とい うこ とが で きるだ ろ う。 ア ポロ的 な

もの とデ ィオニ ソス的 な もの とが、 ギ リシャ神 話の 、宗教 として の根 幹 で あ る、 とお も

われ るの であ る。 ア ポ ロの もつ 明 る さ とデ ィオニ ソス の暗 さ とは、正 反 対の もの の よ う

にお もわれ るけ れ ども、両 者 は、 きわめ て よ く似 てい るの であ る。

ア ポ ロは太 陽神 で あ る とされ 、 弓矢 を もつ光 り輝 く神 で あ る。音楽 と予言 を司 る神 で

あ る。 デ ィオニ ソスはバ ッカス とも呼 ば れ、農 業神 ・酒神 であ って、葦 笛が た くみで あ

る。 デ ィオニ ソスが支 配す るのは、欲 情 と陶酔 と混 沌 の世 界 で あ る。 ア ポロは、夜 と昼

とを往 来 して、 冥界 ・地上 界 ・天上 界 に精 通 す る神 であ る。 ア ポ ロが予 言 ・占いの神 で

あ るのは 、 アポ ロが 一 日の半分 を冥界 で過 ご し、 冥界 をよ く知 って い るか らで あ る。 ギ

リシャの宗教 は、初期 の きわめて 人間的 な神 々の変 身 言章の 時代 か ら、や が て魂 の復 活 を

ねが う、 デ ィオニ ソスの秘 儀伝 授 の宗教 へ と移 って い く。 す でに、 ア ポロの神 託 を告 げ

る神 殿の巫 女 が いたア ポ ロ賛 美の全 盛 以前 の、 もっ と も初期 に属 す る神 話 の なかに、 人

間 を永遠 に不 滅 の身 に変 え よ うとす るデ メー テルの話 が あ った。
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III.酒 の壕

第CI章`η36Dθcα 漉 〆 では、 イギ リスの捕 鯨船 の 陽気 さ加 減が 語 られ てい る。積 み

こまれ た食料や 酒類 の量 が どれほ ど豊富 で あ って 、 どれほ ど気 前 よ く分 配 されて い るか

につ いて 、語 られ てい る。Melvilleは 、史実 に もとつ く資料 をかか げ て、街学 ぶ りを示

して い るか に見 えるの だが、そ うい った、事 実 に も とつ くとい う外 観 は、〃oの 一」り勲 の

解 釈 に あた っては、 いつ も疑 って み る必要 が あ る。 た しか に、 あ る程 度 までは事 実 に も

とつ いて い るだ ろ う。 しか し、Melvilleの 示 す事実 は仮 面 であ って、 その仮 面 の裏 に あ

る意 図 を読 み とる必要 が あ る。

`丁勉1)66侃 妙'の 章 の
、資料 として示 され ている数 字につ いて考 えて みる。 その 資料 は、

牛 肉

フ リー スラン ド豚 肉

干 し魚

ビスケッ ト

や わらかいパ ン

バター

400,0001bs.ofbeef

60,0001bs.ofFrieslandpork

150,0001bs.ofstockfish

550,0001bs.ofbiscuit

72,0001bs.ofsoftbread

2,800firkinsofbutter

テ キ セルお よびライデ ンのチー ズ

20,0001bs.Texe1&Leydencheese

チー ズ(おそらく下級品)144,0001bs.cheese(probablyaninferiorarticle)

ス イ スの ジン550ankersofGeneva

ビー ル10,800barrelsofbeer(P.569)

と な っ て い る。 こ の 統 計 表 は 、180隻 の 船 団 の 約12週 間 分 の 食 料 と酒 で あ っ て 、各 船 に は

30人 の船 員 が 乗 っ て い る と考 え られ る 、 とあ る。Melvilleの 解 説 に よ る と、単 純 計 算 し

て 船 員 の 総 数 は5400人 に な り、 ビー ル10800樽 で は 、各 船 員 は2樽 も ら う こ とに な る。 さ

ら に ジ ン も積 ん で い るの で 、 酒 の 消 費 量 は 相 当 な もの に な る。 読 者 は そ の 量 の 多 さ に 圧

倒 さ れ て し ま う。

こ の 統 計 表 に た い し て 、Melvilleは ま た 、 つ ぎの よ う に い う。

Atthetime,Idevotedthreedaystothestudiesdigestingofallthisbeer,beef,andbread,

duringwhichmanyprofoundthoughtswereincidentallysuggestedtome,capableof

trascendentalandPlatonicapplication;and,furthermore,Icompiledsupplementarytables

ofmyown,touchingtheprobablequantityofstock-fish,&c.,consumedbyeveryLow

DutchharpoonerinthatancientGreenlandandSpitsbergenwhalefishery.(p.570)

語 り手 は 、3日 間 解 明 に か か り き っ て 、 こ の ビー ル 、 牛 肉 、 バ ン をむ さぼ っ た の だ が 、

そ の 間 、 多 くの 深 遠 な想 念 が うか び 、 そ れ は 、 超 験 的 プ ラ トン的 な 道 に す ら通 じ る もの

だ っ た 、 とい う。 こ の 統 計 表 は 、 しか し、 事 実 に も とつ い た もの で は な い の で あ る。

Melvilleの い う、 プ ラ トン的 深 遠 な 想 念 が 、 どの よ うに この 数 字 に は 含 まれ て い る こ と

に な るの だ ろ うか 。
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各数字 を隻数の180で 割 ってみ ることにした。最後 にあげられているビールの数字以外

は、割 り切れないのであ る。割 り切れ るもの もあるのだが、人数の30で 割 ってみると、

結局、割 り切れないのである。船の料理 人の 胃袋の大 きさを考慮に入れても食料は十分

す ぎる量である、 と書かれているのは、数字が、割 り切 れないので無限に数字が出て く

るのをいっているのであ る。

割った数字 を並べ てみ る。

1
牛 肉

フ リー スラン ド豚肉

干 し魚

ビスケ ッ ト

や わらか なパ ン

バ ター

テキセル・ライデンチーズ

下級チー ズ

スイスジン

ビール

400,000×=2222.222222222222222222222222222222222222222222222・-180

1 =333 .3333333333333333333333333333333333333333333333…60,000×180

1 =833 .3333333333333333333333333333333333333333333333・ ・。150,000×180

1550
,000×=3055.555555555555555555555555555555555555555555555…180

1=733
.3333333333333333333333333333333333333333333333…72,000×180

12
,800×=15,55555555555555555555555555555555555555555555555…180

2・,… ×11。-111.・111111111・1111111111111111111111111・111111111…

1 =800… 割 り切れ144,000×180

8・・×士 一26・6666666666666666666666666666666666666…

1=27
.5… 割 り切 れ550×180

275× 士 一9・16666666666666666666666666666666666666…

(1ア ン カ ー=10ガ ロ ン)

1 =60… 割 り切 れ10,800×180

6・×壼2… 割 切れ

割 り切 れ な い 数 字 は 、割 りつ づ け る と永 遠 に溢 れ 出 て く るの で あ る。割 るdivideと い

う語 に は 、 分 配 す る、 の 意 味 も入 っ て い る。 上 に あ げ た 食 料 の 数 字 は 、 論 弁 学 上 は 、 文

字 ど う り無 尽 蔵 で あ っ て 、 ど ん な に 大 盤 振 る舞 い を して も消 費 し きれ る もの で は な い 。

そ れ に た い して ビ ー ル は 、 どん な に 潤 沢 な よ う に み え て も、 定 量 しか 与 え られ て い な い

の で 、 飲 み 尽 くさ れ る の だ とい う こ とが 示 さ れ て い る 。

Moststatisticaltablesareparchinglydryinthereading;notsointhepresentcase,

however,wherethereaderisfloodedwithwholepipes,barrels,quarts,andgillsofgood

ginandgoodcheer.(P.369)

多 くの 統 計 表 は 読 ん で無 味 乾 燥 な もの だ が 、 こ れ は そ うで は な く、 読 者 は 、 管 か ら樽

か ら瓶 か ら溢 れ 出 して や ま な い 上 等 の ジ ン と珍 味 との 洪 水 を浴 び る、 とあ るが 、 数 字 の
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洪 水 を浴 び る、 とい う こ とだ ろ う。

引 用 文 の 中 の 、ginと い う語 は 、綿 繰 り機 、狩 猟 用 の わ な、一 輪 滑 車 、綿 繰 り機 に か け

て種 を分 け る、 わ な に か け る、 な ど の 意 味 に も使 わ れ て い るの で あ る。 こ の 章 に か ぎ ら

ず 、 駄 弁 を弄 す る とお もわ れ る章 に は、Melvilleの 隠 れ た意 図 と技 巧 が 伏 せ られ て い る

の で あ る。

っ ぎ に 、Ishmaelの い う超 験 的 プ ラ トン的 思 索 に つ い て 考 えて み る。

Yes,andweflippeditattherateoftengallonsthehour;andwhenthesqua11came(for

it'ssquallyofftherebyPatagonia),andallhands-visitorsandall-werecalledtoreef

topsails,weweresotopheavythatwehadtoswingeachotheraloftinbowlines;andwe

ignorantlyfurledtheskirtsofourjacketsintothesails ,sothatwehungthere,reeledfast

inthehowlinggale,awarningexampletoalldrunkertars.However,themastsdidnot

gooverboard;andbyandbyewescrambleddown,sosober,thatwehadtopasstheflip

again,thoughthesavagesaltsprayburstingdowntheforecastlescuttle,rathertoomuch

dilutedandpickledittomytaste,(p.567)

SamuelEnderby号 と い う船 に は 、Ahabが そ こ で 交 歓 を した あ と、長 い 月 日が 過 ぎて

か ら、Ishmae1は ふ た た び 交 歓 をす る こ とに な る。1時 間 に数10ガ ロ ン もの 酒 が 汲 み 交 わ

され て 、 一 同 楽 し い時 を過 ご して い た 。 「そ の と き 急 に 風 雨 が で て(パ タ ゴニ ア あ た りの

沖 合 で は 風 雨 が 多 い)、 み な が 乗 客 と も ど も に 、上 橋 帆 を縮 め る命 令 を受 け た と

きに は 、 す っ か りふ らふ らで 、 た が い に 孕 み 索 に 放 り上 げ っ こ し なけ れ ば な ら な か っ た 。

そ れ か ら、 う っか り して 自分 た ち の ジ ャ ケ ッ ツ の 裾 を帆 の 中 に巻 き こ ん だ もの だ か ら、

しか と締 め こ まれ て 、 胞 吼 す る疾 風 の 中 に ぶ ら さが り、 酔 っ ぱ ら い水 夫 ど もへ の 見せ し

め に な っ た の で あ っ た。 だ が 帆 柱 は 倒 れ 落 ちな か っ た か ら、 われ わ れ は ぼ つ ぼ つ と這 い

降 りて きた が 、 そ の 時 に は ま っ た く酔 が さめ て い た の で 、 ふ た た び 飲 まず に お られ なか

っ た。 だ が 、 荒 れ くる う海 水 の か ら い飛 沫 が 船 首 楼 の 天 窓 に そ そ ぎ こ ん だ の で 、 ひ ど く

水 っ ぽ く塩 っぽ い 酒 に な っ て い た と私 の 舌 に は 感 じ ら れ た 」 この 文 に は 、 ふ た つ の 隠 れ

た 意 味 が あ る。 ひ とつ に は 、 水 夫 た ち は快 よ い 銘 酊 に 心 を奪 わ れ た状 態 で 帆 柱 に が ん じ

が らめ に な っ て い た 、 とあ るが 、 こ の 場 面 は 、 ユ リシー ズ が サ イ レ ン の歌 声 を聴 くた め

に 、 帆 柱 に か らだ を縛 りつ け て も ら っ た、 とい う話 と共 通 す る もの が あ る。 ま た 、 酒 の

味 が 吹 き荒 れ る 風 と塩 水 で 薄 くな っ た、 と い うの は 、 上 に あ げ た 小 数 点 以 下 の数 字 が 、

溢 れ 出 て くる とは い え 、 限 りな く希 薄 に な っ て い くの を示 して い るの だ ろ う。

Samuelと 息 子 た ち の 商 会 は1819年 に 船 を仕 立 て 、 遠 い 日本 の 海 域 ま で 試 験 航 海 に 出

た の だ が 、 そ の 船 の 名 は 、 ふ さ わ し く もサ イ レ ン とい うの で あ っ た。

In1819,thesamehousefittedoutadiscoverywhaleshipoftheirown ,togoonatasting

cruisetotheremotewatersofJapan.Theship-wellcalledthe"Syren'Lmadeanoble

exPe「imentalc「uise;・..(p.566)

一38一

卜駈 ・博 陶闇 棉 膨甲～,卜 脳,',,



MOの 一Z万漉 の秘儀性

この個 所 の、試 験 航 海 は、tastingcruiseと 綴 られ て い るが、編 者 のCh.Feidelson

は、testingcruiseと 綴 るべ き、 と注釈 して い る。 しか し、海水 の飛沫 が昇 降 口か ら吹 き

こん で、酒 の味 が塩 辛 く漬 物 の味 がす るthesavagesaltsprayburstingdownthe

forecastlescuttle,rathertoomuchdilutedandpickledittomytasteと い う文 と

tastingcruiseと い う語 とは対句 に な ってい るの であ る。その ため 、試 験航 海 をあ らわす

語 はtestingで はな く、味覚 をあ らわすtastingと い う語 の ま まで、tastingcruiseが 適

してい る とい うこ とに な る。

水 夫 た ちが酔 い しれ、 帆柱 に 固定 され た まま嵐 の 中 を駆 けぬ け るのは よいが 、 その ま

に も海水 が昇 降 口か らなだれ こんで くる。酔 い が さめ る と、ふ た たび飲 んで帆柱 に昇 る。

や がて酒 は無 限に うす くな り、時 間 もつ きる。現世 の悦楽 にふ け って い ると見 失 うもの

が あ る、 とい うこ とでは ないだ ろ うか。 サ イ レンの甘 美 な音楽 は破滅 を誘 う もの であ る、

とい うのが`乃 θDθ6αη`θ〆 の章 の主 旨であ ろ う。 第CXV章 のBachelor号 の 寓意 と同

じもの であ ろ う。

`丁舵 ∠)ε6α漉 〆 の章 に は
、食べ 物 の比喩 が 多い。Ishmaelは い う。 あの交歓 はす ば ら

しか った。水 夫 た ちは 、み な好漢 だ った。 太 くみ じか く生 き、 ほが らか に死ぬ 連 中 よ。

Itwasafinegamwehad,andtheywerealltrumps-everysoulonboard.Ashort

lifetothem,andajollydeath.(P。567)

現世 の、 日々営 まれ る生 活の 中 で、 もっ とも大 きな幸せ を与 える もの には、 豊か な愉

快 な食事 が あ るだ ろ う。

見よ、わたしの見たことはこうだ。神に与えられた短い人生の日々に、飲み食いし、太陽のもと

で労苦 した結果のすべてに満足することこそ、幸福で良いことだ。それが人の受けるべ き分だ。そ

れを享受 し、みずからの分をわきまえ、その労苦の結果 を楽 しむように定められている。これは神

の賜物なのだ。(コヘレトの言葉5:17～18)(新 共同訳)

上 の 引用文 で は、統 計は 無味乾 燥 な ものだが 、 このば あ いは、 そ うでは ない。読 者 は

ジ ンや歓 声 を洪水 の ように浴 びせ られ るのだ、 とい ってい る。 割 りきれ な い数 字が 無 限

に続 くの を、洪水 の よ うに、 とい って い るの で あ るが、 さ らに この文 には、酒 にか られ

た大 騒 ぎの場 面が 、透 け て見 え るの で あ る。

Pipes,barrels,quartsandgillsは 、 いずれ もブ ドウ酒 な どの容積 の単位 であ った り、

それ らの容器 であ る。pipe(s)に は、 間欠 泉 の 噴 出路 、酒 が 溢 れ 出て くる導 管 、 さ らに

は、楽 器 の笛 とい う意 味が あ る。barre1(s)に は、 手 回 し風琴(barrelorgan)と い う意

味が あ って、quart(s)に は、 四度和 音(quartals)と い う音楽 用語 が かか って い る。gill

(s)に は、水 差 し(waterpot)、 小 川の細 流、 ブ ドウ酒 の単位(fluidounces)な どの ほ
えら

かに 、鯉、 あ ごの下 の 肉な どの意 味が あ って、人 がの どをふ くらませ て大音 声 をあげ て

い る さまが うか が え る。
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IV.ETyMOLOGy文 法 学校

〃o〃y-D勉 の 冒頭 の、ETB40五 〇Gy(「 語源 」)(p.3)と い う挿 入文 につ いては、 す

でに あ る程度 の解釈 を ここ ろみ て きた。 そ こに書 か れ た言葉 の それ ぞれが 、二重 構造 に

な ってお り、 どの言葉 も表 面上 の意 味 と、 表面 か らは見 えに くい別 意 とをふ くんで い る。

それ ぞれ の言葉 の、表 層 の意味(か りに小 意 と呼 ぶ)を つ な いで い くと、地 味 な文献探

しの仕事 に生 涯 をつ いや した、一 人 の哀れ な助教 師 の姿が えが かれ てい るのだが 、 この

文 の別 意 をつ ないで い くと、 この世 の もの とはお もわれぬ 、 まぼ ろ しの導 師の、 人の 姿

が浮 き出 て くるので あ った。G1ぞ・4ル1〃14RSCZ100Lと い う語 句 を、五40∂ツー」%々 が書 か

れ た頃 の初 等 中学校 として理 解 したばあ い、E7'皿10五 〇Gγ の一 文 は、そ こで働 き、若

くして世 を去 った助教 師 のため の碑文 で あ る と解 釈 で きるの であ る。 さ らに、 この文 に

示 され て い るthepaleUsherは 、大 文字 で記 され てお り、案 内者、仲 介者 とい った霊

的 、神 的 な人物 像 として示唆 されて い る と考 え ざるをえ ない。

一方
、GR・4M脇4R∫CHOOLを 文 法学 派、 と解す るこ と も可能 であ る。 英 国で16世

紀 に創 設 され、 ラテ ン語 文法 を教 え るのが 目的 で ある文 法学校 があ った。 言葉 の字 義や

字典 を研 究す る学校 とい う意 味 であ るか ら、〃oの 一D嬬 の 中で使 われ てい る言葉 の語義

を広 く原義や 語源 に まで 引照 して、作 品の 意図 をきわめ る よ うに、 とい う但 し書 き とし

て、E7Y〃 〇五〇Gyと 題 され た一 文が 置か れ てい る、 と理解 す るこ と もで き る。 さらに

また指摘 で きるの は、文 法学 派 と呼ば れ る学 派が 存在 した、 とい うこ とで あ る。

BC2300年 頃か ら、 人類最 古 の、 とい われ る文 明が 、 イ ン ドの インダ ス河 流域 にあ ら

われ た。 ヴェー ダの宗教 の思 想が それ で あって、 その哲 学思 想 は一 元論 で あ り、 ヒンズ

ー教 や大 乗佛教 の源 流 で あ る。 ヴェー ダ(Veda)は 「知 る」 を意味 す る動 詞 の語根 か ら

造 られ た名詞 で、知 識書 と くに 「宗教 的知 識 を意 味 し、転 じて その知識 を収載 してい る

聖典 の総称 とな った。 ヴ ェー ダ聖典 の一 部 は ウパ ニ シャ ッ ド(Upanisad奥 義 書)と も称

され、秘 説 の集 成書 で あ り、 ヴ ェー ダ聖典 中、哲学 的思惟 の極 致 を示 して い る。広義 の

ヴェー ダは、 讃歌 ・祭詞 ・呪 詞 お よび祭儀 書 ・神 話 ・伝 説 ・森林 の中 で教 え られ るべ き

秘儀 な どをふ くむ。 ヴェー ダは 人間の 著作 では な く、聖仙 が神 秘的 霊感 に よって感得 し

た もの とされ、 口伝 に よって今 日まで伝 え られて きた。 ヴ ェー ダ研 究 として、 音声学 ・

祭事 学 ・文 法学(Vyakarapa)・ 語源 学(Nirukta)・ 韻律 学 ・天文 学の 六種 があ った」

(前 田専学 著 「イン ド思 想史」、東 京大学 出版会 、p.10)。

躍o勿 一D嬬 の作 品の まず初 め に、語源 学、文 法学 派 とい った言葉 が偶 然に並べ られて

い る とは考 え られ な い。Melvilleが 古代 イ ン ド学 の知 識 にふ れ て いたの は疑 い え ない。

盟oの 一D嬬 の 中には、文 法 や語 源 に加 えて、音声 、祭事 、韻 律、天文 の、上 記 の六種 の

知 識 が網 羅 され 、駆使 されて い る。物 語 と しては、 〃o∂ッーD姓 は、 ホ メロスの 『イ リア

ッ ド』 と 『オデ ュ ッセ イ』に くらべ られ た りもす るが 、ル10の一D盈 の全篇 に徹底 して見
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透 か す こ とが で きるの は、秘 儀 としての、秘 密 の知 識 の伝授 と しての 意図 で あ る。躍oの

一D勉 は
、形 式 は英雄 ユ リシー ズの叙事 詩 を借 りて い るが 、か くれ た ところで は、『ウパ

ニ シ ャ ッ ド』 を まね て い るの で あ る。

ヴェー ダ研 究 に あた って は、正 統バ ラモ ン系統 の体 系 の なか に、文 法学 派 の言語 哲学

が 打 ち たて られ た。 古代 イン ドのアー リア人 は、 言語 その ものの本 質 を追 求 して 、意 味

論、 言 語 の本質 論 な ど、 言語理 論 を展 開 した。 文 法学 は ヴ ェー ダ聖典 を理解 し、維持 す

るため の学 問 で あ る とされ た。 文 法学 は 内観 の学 で あ り、 その 目的 はブ ラ フマ ンの知 識

を得 る こ と、す なわ ち解 脱 で あ る とされ た。 ブ ラフマ ンは語 よ りな り、 語 を本性 と して

お り、語 は万 有 の本質 を形成 して い る と説 く「語 ブ ラ フマ ン論 者」(Sabdabrahmavadin)

または 「語一 元論 者 」(Sabdadvaitavadin)と い う学 派が あ っ た。

語 の正 しい意義 用 法 を修 得 ・実 行 す る とい う文 法 学 の任務 を全 うす るこ とが 、最 高 我

の完 成 、 ブ ラ フマ ンへ の到 達 で あ り、 これ が 解 脱 で あ る とされ た(前 出 「イ ン ド思 想

史」、p.137～140)。

Emersonは 「梵 天 」(B名 励 吻αη')とい う詩 をつ くってい る。Melvilleは 、Emersonの

超 越 主 義(Transcendentalion)を 継 い で、 ル∫oの一1)盈 を書 い た と評 され る こ と もあ

り、Melvilleに イ ン ド宗教 哲 学 の知 識が あ って も不思 議 で は ない。 イ ンダス河 流域 で発

祥 した精 神 文化 が その 地か ら東 西 に伝 播 したの であ るか ら、世 界 の大 きな宗 教 思想 ・神

秘思 想 ・神 話 的思考 が いず れ もどこか似 て いて も、不 思議 では な い。Melvilleは 大 乗佛

教 に魅 かれ 、辞 書 な どか ら佛 教 の知 識 を得 て いた が、彼 の佛 教 は、 ヴ ェー ダやバ ラモ ン

教 に由来 す る、 きわめ て イ ン ド的 な哲学 的 な、 あ る意 味 では無神 論 とお もわれ るほ どの 、

超神 論 であ るだろ う。Melvilleの 作 品に は、 どこに も神 や救 いが見 えず、無神 論 者 で あ

る とか異 端者 であ る とか 評 され なが ら、Melvilleの ひ たむ きな宗教 心 や求 道 心 を否定 す

る こ とは不可 能 で あ る。読 者 を魅 きつ け てや まない理 由 は、Melvilleの イン ド哲 学的世

界観 や 宗教 観 に あ るの では ない だ ろ うか。Melvilleの 作 品 にみ られ る、毅 然 と した諦観

は、大 乗佛教 に も通 じる もの で あ る。

以上 述べ た こ とか ら、ET}MOLOGyと い う措 辞 が置 か れた理 由 の、重 要 な意義(The

siginification,p.3)が 理解 で きるだ ろ う。

ET盟OLOGγ は、み まか りし助 教 師 の墓 碑銘 で あ る と同時 に、この碑文 か ら第三 の

人物像 が浮 か び上 が って くる。 それ は、古代 イ ン ドバ ラモ ン教 の、 語源 学 派か文 法 学派

に属 す る僧侶 で あって 、宗教 や 哲学 の奥 義 を言語 の分 析 に よって とらえ よ う とす る姿 で

あ る。 五40の 一D嬬 に は、墓 碑銘 は三 ケ所 に わ た って 記 され て い る。最 初 はET四40L-

OG}/に お いて 、つ ぎは第XXIII章 の`η 　θ 五66S加z6'がBulkingtonに 捧 げ られ た も

の として、 そのつ ぎは第VII章`η36C1吻61'に お いて で あ る。 このC勿)61の 壁 面 に飾

られ た大理 石 の石 板 に刻 まれ た、四 人の水 夫 の ため の碑文 の文 面 は、すべ てMelvilleの
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創作 であ って、 じっ さいのNewBedfordに あ るSeamen'sBethe1に あ る文 面 とは、 ま

っ た く違 っ た もの に な って い る。Melvilleに よ る これ らの墓 碑 銘 のす べ ては 、〃o加 一

D娩 の いわば至 聖所 を開 く鍵 に な ってい る。`丁加L86S加 ゼ と`η 認C加 勿1'の 章 で、

それ ぞれ の章 の意義 につ いて述 べ るこ とにす る。

E7YMOLOGYと してP.3とP.5の 二 種 類 が あ って 、 と くに あ とのE7Y〃OLOG}/

(P.5)が 、これ まで不可 解 とされ て きた。ET躍OLOGy(P。3)を か りにETy〃FO五 〇(3}/

1と し、ETyMO乙OGy(P.5)をETyMO五 〇〇}72と して 、ETyMOLOG}/1に 語 源学 派

や 文 法学 派 につ いて の暗示 があ るの は、E7YMO五 〇Gγ2で 、とくべ つ の注 意 を払 うよ う

うなが され て い るHの 字 の本 質 を洞察 しなけ れ ば な らない、 とい うこ とに な るだ ろ う。

言語 こそ、思考 や 思 想 を構 築 してい くため の種 子 で あ り、 思考や 思 想が 樹 木 とな り森

林 とな って、成 長 して い くため の生 命 を宿 して い る とみ な し、 言語 の最 小 単位 であ る一

つ の語 を、 さ らに文 字 の一 つ一 つ に まで及 ん で、 言語 の本質 を きわめ よ う、 とい うこ と

であ ろ うか 。乃40ろッーD盈 とい う、いわば神 秘 書 を と く鍵 は、Hと い う文字 にあ る とい う

のだが 、語 源学 に起 源 が あ るので は な いか とお もわれ る例 が、 ほか に二 、三 あ る。聖 書

に、神 が みず か らの本 質 を説 明 して、 わ た しはAで あ りZで あ る、 ア ル フ ァで あ りオ メ

ガで あ る、 と述べ られ た とされ る。 佛教 の観 無 量 寿経 に、 無量 寿 の世 界 を観 る方法 の一

つ として、阿 字観 が あげ られ て い る。 阿字観 とい うのは梵 字 のア ル フ ァ、つ ま りAの 字

を観 想す る とい うこ とであ る。 現 代 の ア メ リカで も、Aの 字 こそ、 とい う認 識 が あ って、

Aの 文 字 を無 限 に 内蔵 す る図案 を紋章 化 して もち いて い る。Ahabが 、虻更AhabisAhab".

とい うとき、 彼 は、Ahabと い う名 はAの 文 字 で は じま り、Aの 文字 が 内蔵 されて い る、

と言 って い るの で あ る。:梵字(サ ン ス クッ ト語)の 一 つ一 つ は種 字 であ る、 とい う概 念

は、 真 言密教 では よ く知 られ てい る もので あ る。

Hの み な らず1とC、 そ の他 の文字 も、ル10δッーPガ6々の秘儀 を顕 わす種 子 として もちい

られ てい る。 と くに第1章Zoo〃z勿gs'で は、1やCの 文字 の文 中での 、使 われ方 の用例

が数 多 く示 されて い て、Hの 文 字 の解釈 の ため の 、読者 に た いす る手 ほ ど きい うべ き も

のが あ る。 第1章 は ル40勿一D勲 に入 って い くための 、初 心 者 に たいす る入 門書(マ ニ ュ

アル)に な って い るので あ る。

白い、 と くべ つ の鯨 がMobyDickと 名づ け られ て い るの だが 、Mobyに は、Mobile

〔m6ub∂1,-bi:1〕 、 可動 の;移 動 す る;と い った意 味が あ るだ ろ う。molileに は、水銀 ・

エー テ ルな ど、 流動 性の 、 とい う意 味 もあ る。 ところで、 す で に述べ た古代 のヴ ェー ダ

聖典 解 釈 の学 派 の 中に は、水 銀学 派 とい うの が あ った。 シヴ ァ派 の一 派 であ る水銀 学 派

(Rase§vara)は 、つ ぎの よ うに説 いた。 「解 脱 は不老 不死 を得 て到 達 され る。 したが っ

て、行 者 は生 前解 脱 をめ ざ し、 身体 に神性 を与 えね ば な らない。 そ の ために は、 身体 を

水銀構 成 に しなけれ ば な らな い。 水 銀 ラサ とは 、 シヴ ァ神 と神 妃 との結合 に よって生 じ
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た もの とされ、 蘇生 な どの神 秘 力 を宿 してい る といわ れ る。水 銀 に よって 身体 を変容 さ

せ 、 ヨー ガ を行 じて最 高の真 理 が 見 られ た と き、 ラサ(水 銀)の みが輪 廻 の苦 を払 い、

最 高 ブ ラ フマ ン と同一視 され る」 とい う説 で あ る(前 出p.168)。 また、 ヴ ィー ラ ・シャ

イヴ ァ派の信 者 た ちは、 シヴ ァ神 を象徴 して い る リンガ(男 根 を象徴 す る石)を 身につ

け てい た。教 義 を特徴 づ け るの は、 師が 授 け、 つね に携 帯 す る神 の 象徴 リンガ で あ った。

この 派 の僧 は ジャ ンガ マ(「 可動 」 を意味 す る)と 呼 ば れ、 遍歴 して 説法 を した(同p .

166～7)と いわ れ る。

〃∂の 一D嬬 のMobyに は、太陽や 星 辰 が動 く、の 意 もふ くまれ、さ らに 敷桁 して、秘

跡 の顕 現 は、季節 や 時 間に よって可動 で あ る、 とい う解 釈 もで きるだ ろ う。〃oの 一D嬬

は 、抹 香鯨 をモデ ル に して い るが 、 その体 型 は、 シヴ ァ神 の リンガ(linga(m))、 つ ま

り、移動 す る リンガ その もの で あ る。Dickは 、fellowあ るい はstrongkingと して の

Richardか らきた もの であ ろ うか ら、や は り男性 の力 をあ らわ して い る。俗 称 で は、dick

は、 男性 の性 器 をい う。 この よ うに、 言葉 の原 意 に まで さか のぼ って 意味 を とらえ る方

法が 、E7YMO五 〇Gγ で示 されて い る ル10∂ツーD嬬 解 釈 法 で あ る。文法 学 派 の言語 哲学

が歴 史上 存在 した と知 るこ とに よって、その哲 学 を少 しで も知 るこ とに よ って 、Melville

のE7'躍OLOGy7の 目的が あ きらか にな り、〃∂加 一D嬬 を読 み と くこ とが で きる こ と

に な る。

`五〇〇初勿gs'の 章 で 多用 され る
、1とCの 文 字 の用 法 の一例 をあ げてみ る。

Catothrowshimselfuponhissword.(p.23)

とい う文 は、1が つ るぎ を、 またCがCatoを あ らわ す と して 、簡 略 に 図式 化 してみ る。

す る と上 の文 は、Cが1の 上 にの る図に な る。 この文 にMelvilleは 、修 辞 的 な表 現 をす

れ ばWithaphilosophicalflourishと 形容 して い る。 一 方、 この文 に対 して、

QuietlyIgotosea.(P.23)

とIshmae1は 言 って い る。 この文 を同 じよ うに図 に してみ る と、上 の文 の1とCを 横 に

並 びか え ただ けに な る。 つ ま り二つ の文 は、

o→↓

1 に な り、が 一()

並 び方 を縦 か ら横 に しただ けの 図 に な る。あ との 文 に たい して、Ishmaelは つ ぎの よ うに

い りの だが、

Thereisnothingsurprisingaboutthis.Iftheybutknewit,almostallmenintheir

degree,sometimeorother,cherishverynearlythesamefeelingstowardstheoceanwith

me.(P.23)

この文 を、 文字 どお りに受 け とるの では な く、 比 喩 と して解 釈 す るべ きで あ る。 つ ま

り、1がCの 中に入 ってい くとい う図式 は、 こ こでは、 男性 が女 性 の 中に、 とい った意
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味 にな って い るの で あって、Ishmaelは 性衝 動 をほ のめか して い るこ とにな る。IshmaeI

がつ ぎの よ うに言 うの も、

ItisawayIhaveofdrivingoffthespleen,andregulatingthecirculation .(p.23)

同 じよ うに解 釈 す る と、 抑 えが た くなった性衝 動 を満 足 させ 、体 内の循 環 を と との える、

の意 に な るだろ う。

CallmeIshmael.(p.23)

とい う第1章 の書 出 しは、わ た しを性 衝動(lssue+male)と 呼 んで くれ 、 とい う意味 に

もな る。 この文 に もまた、1とCの 関係 が暗示 が あ る。 すべ ての哲 学的 認識 のは じま り

は、わ た し とは何 か 、で あ るか ら、ローマ数 字 で あ らわ され た第1章 、つ ま り、英文 で綴

られ たC加 飽 γ1と い う語 句 その ものが 、すべ て はわ た しか らは じまる、 とい う意 味 を

内包 して い る。1とCの 文 字 が その よ うに さ まざ まに連動 しあ いなが ら、物語 は、 いわ

ば神秘 的合 一の状 態 の カ タル シスへ とす すん で い く。 その技法 を観 察す るこ とに よ って、

か くされ たHの 字の機 能 があ きらか に な って くるので あ る。

V.℃ 加 躍吻〆

第XV章`C勿 ω46〆 で は、HoseaHusseyの 妻が 、不在 の夫 にか わ って宿 屋 の経営 を
コ コ 　 　 コ 　

して い る の で あ るが 、 こ の 女 性 がQueequegとIshmaelに 、 「は ま ぐ りか た らか 」`Cram

orCodP'(p.100)と 言 っ て 、 注 文 を き く。Codは 魚 で あ る。 魚 は 聖 書 で は鯨 と して 、 神

の 威 力 の 象 徴(ヨ ブ 記 ・ヨナ 記)で あ っ た りす る。 あ る い は 、 キ リス トが 与 え る 食事 、

パ ン とブ ドウ酒 と魚 、 の う ち の一 つ で あ る。 と くに 、 復 活 後 の キ リス トは 、 弟 子 た ち を

招 待 して 、 魚 の 朝 食 を食 べ させ て い る。`C加 ω46〆 の 章 で は 、QueequegとIshmaelは 、

い わ ば聖 餐 と してCodの 食 事 に あ ず か っ て い るの で あ る。

そ の理 由 と して 、一 つ に はHusseyの お か み さ ん は 、黄 金 色 の 小 麦 を体 現 した姿 を して

い る の で あ る。

Iwascalledfromthesereflectionsbythesightofafreckledwomanwithyellowhair

andayellowgown,standingintheporchoftheinn,underadullredlampswhlgingthere,

thatlookedmuchIikeaninjuredeye,andcarryingonabriskscoldingwithamanina

purplewoollenshirt.(p.100)

金 髪 と黄 色 い ガ ウ ン、顔 は ソバ カ ス を散 らせ て お り、 また 、Husseyと い う名 に は 、お

か み さ ん 、 と、 み だ らな 女 、 の意 味 が あ る。 ガ ウ ン は 寝 室 用 の 衣 服 で あ る か ら、 お か み

さ ん が 多情 の 女 で あ る こ と を示 して い る。 多情 の 女 は 多産 ・豊 穣 を、 さ ら に は 小 麦 か ら

パ ン を連 想 させ るで あ ろ う し、 か た わ ら の 紫 色 の 羊 毛 の 服 を着 た 男 は 、 赤 い ブ ドウ酒 を

あ ら わ して い る だ ろ う。purpleは 紫 色 と い う よ り、 む し ろ紫 に 近 い 深 紅 色(crimson)で

あ っ て、 ラ テ ン語purpur=shellfishyieldingPurpledyeの 転 化 で あ る と され て い る。へ
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ブ ラ イお よび古典文 学 では、dyemurexア クキガ イか ら得 られ るTyrianpurple深 紅 色

で あって 、つ ま り、 この男 の服 は、赤 い ブ ドウ酒 の色 を して い るの であ る。 そ のpurple

は貝類 の一種 で あ るか ら、`CramorCod'のCramに もあ た るので あ る。

Husseyの おか み さん は その 男に、 お払 い箱 に しち ま うそ`1'llbecombingyou.'と い

ってお ど して い るが、combは 、羊毛 な どを杭 く、と さらに、櫛状 の もの でか き回す 、の

意 味が あ るの で、 この 男が 醸造 され るブ ドウ酒 、 さ らに は産 出 され る羊毛 をあ らわ して

い るこ とに なる。

ざんさい

TryPot亭 の裏庭 には、乳牛が一頭放牧 されてお り、その牛はCodの 残津を食ってい

るのである。骨だ らけの、不毛の地にいる乳牛 と、乳の流れる土地 カナ ンとが対比 され

ているのだが、それは、不毛か ら豊穣が生 じる示唆であるだろう。 とい うよりも、む し

ろ、 ここでは復 活後のキ リス トが弟子たちに魚 を食べ させ たのは弟子たちが魚 となって

世の人々に食べ られ るとい う殉教の予告であった(ヨ ハネによる福 音書)と いう寓意が
すなど

連 想 され るの で あ る。 弟子 た ちは人 々 を漁 りす る者 た ち と して、 キ リス トに選 ば れ たの

だが、の ちに漁 りされ る もの として、ふ たた び キ リス トに選 ばれ るこ とに なった。Codを

おさ

食べ る こ とに よって、 こん どは魚 の長 で あ る鯨 に よって滅 ぼ され る。 食べ る者 が 食べ ら

れ る者 に な り、 食べ られ る者 が食べ る者 に な る、 とい う関係 が み られ るのだが 、 それ は

なんの ため か といえば、 さ らな る多 くの生産 、 さ らな る生命 の豊穣 の ため と考 え るべ き

だ ろ う。QueequegとIshmaelは 聖餐 や秘 蹟 としてのCodの 食事 を とっ た、 と考 え るべ

きだ ろ う。Nantucketの 骨 だ らけの荒 涼 の地 に、パ ンにブ ドウ酒 、小 麦 や羊 や乳 牛 とい

った楽 園へ の憧 憬 が こめ られて い るの であ る。豊 か さは、 どの よ うに して この 島 に もた

らされ るのか。 それ は鯨 の死 に よって、 また漁 りをす る男 た ちの死 とい う犠 牲 の上 に打

ち樹 て られ てい る、 とい う想 いが ℃ramorCod2'の 食事 に寄 せ られて い るの で あ る。
アラ

Hoseaの 乳 牛 は、Codの 頭 を砕 きなが ら、 ビ ッコ をひい た よ うに 歩 いて い る。 い うま

で もな く、 この情景 は、

女のすえは、おまえの頭 を踏み くだき

おまえのすえは、女のすえのかか とをねらうであろう。(創世記3:15)

か ら引 かれ た もの で あ る。 これ は、 楽 園追放 の ときの 、神 が イ ヴに告 げ られ た言葉 で あ
アラ

る。 魚 の頭 は、 イヴ をそ そのか した蛇 を、牝 牛 は イヴ を、 比喩 として、 あ らわ して い る

の だ ろ う。女 の す えは …は 、 人間 と蛇 との 、 うらみ の 関係 は、や が て精 算 され るであ ろ

う、 とい う予 言 だ と解 釈 されて い る。
イキ

で は 蛇 は ど こ に い る の だ ろ う 。Ishmaelは 、 あ ま り に も 生 の よ い 美 味 な 料 理 な の で 、

Queequegに む か っ て 、 冗 談 っ ぼ く 言 う 。

_andingoodtimeafinecod-chowderwasplacedbeforeus.

Weresumedbusiness,andwhileplyingourspoonsinthebowl,thinksItomyself,1
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wondernowifthisherehasanyeffectontheheadPWhat'sthatstultifyingsayingabout

chowderheadedpeople?"Butlook,Queegueg,ain'tthataliveeelinyourbowlPWhere'

syourharpoonP"(P.19)

こ の 文 で は 、 食 事 を と る の をresumedbusinessと 言 っ た り 、 ス プ ー ン を 口 に 運 ぶ の を

plyingourspoonsと 言 っ た り 、 も の も の し い 言 い 回 し が あ っ て 、 こ う し た 文 章 表 現 が

Melvilleの 難 解 さ と 考 え ら れ て い る の だ ろ う 。 ふ ざ け 半 分 、 お お げ さ と 思 わ れ が ち な 表

げんしゅく

現 は 、表現 の表皮 にあ た る部分 であ っ て、真 皮 に あた る ところ では、二 人が厳 粛 に聖 餐

の儀 式 を行 って い る姿 が か くされて い るの であ る。鉢 の 中に い るの は、うな ぎee1で は な

いか 、早 く鈷 を取 って来 い、 とIshmaelは 言 うの だが 、 この意 図は な にか。 うな ぎは蛇

に か た ちが似 て い る。 さ きに あげ た創 世 記(13二5)へ の、 暗 黙 の言 及 だ ろ う。 うな ぎ
ぬえ

は、 その鶴 的存 在 か ら、縮小 され た鯨 で あ る。第CXXXV章 丁 加C加 ∫6-7〕 加 η3〃4

D慶ゾ で、Ahabは 、 た しか にMobyDickを 射 て い るので あ って、逃 げ られ た とは い え、

綱lineを つ な いで い るので あ る。Ahabが 射 たのは、MobyDickの 目で あっ た。上 の引

用文 に、傷 つ い た 目の よ うな、にぶ い赤 い ランプが一 つ 、Try-Pot亭 にはつ る して あ っ

た。その ラ ンプ がMobyDickの 目の予兆 に なって い る。また、QueequegがPeleg船 長

に腕前 を披 露 した と き、水 の上 の油 滴 を鯨 の 目に 見立 て て い た。IshmaelがQueequeg

に、Codをee1の よ うだ、鈷 を取 れ、 と言 って い るの は、この よ うなふ くみ が あ るの だ ろ

う。 エ ジプ ト神 話 で は、 ホル ス(>horizon)の 右 目が 太陽 、左 目が 月 とされ るが、 そ の

打 たれ た右 目を ト トが癒 した、 と伝 え られ る。

eelはOldEnglishで は、elで あ った。elと はな にか とい えば、 ア ル フ ァベ ッ トのL

字、あ るいはL字 形 の もの 、な どが 、まず考 え られ る。とこ ろで ル10の一∠万6々には 、Nath-

anielHawthorneに 捧 げ る、 とい う献辞 が つ いて い る。MelvilleとHawthorneと では、

才能 もスケー ル も大 きな違 いが あ る。 人格や 世 間知 に おい て も、 大 きな違 いが あ る よ う

で あ る。Hawthorneは 〃00y-Dゴ6々 に た い す る称 讃 の評 価 を早 々 に取 消 した の で あ る

が 、Melvilleは 苦 しん だの で はな いか と思 われ るが 、修 正 も しなか った。Hawthorneの

才 能 に たいす る讃嘆 の しる しと して この書 は 記 され たInTokerofmyadmirationfor

hisgenius,thisbookisinscribedtoNATHANIELHOWTHORNEと 書 かれ て は

い る。五40の一D盈 の 手法 が、言語 の 多重性 に も とつ いて い るのだか ら、か な らず し も固

有 の 人名 と してNATHANIELHAWTHORNEと い う語 句 を受 け いれ る必 要 は な い

だ ろ う。440の 一D勲 とい う作 品 は、文 法 学校 ・語 源学校 で あ る、 とMelville自 身が こ と

わって い るか らで あ る。

NATHANIELは 語 源 として、Godhasgiven.あ るい は、GiftofGod.と な る。

HAWTHORNEは 、HAW+THORNE;HAWは 、(廃)囲 い(tocatch、fence)、 地、

庭(enclosure、yard)、(植)サ ンザ シの実、 な ど。THORN(E)は 、(植)イ バ ラ、 トゲ
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のあ るバ ラ科 サ ンザ シ類、 と くに セ イ ヨウサ ンザ シ、春 に 白 または紅色 の花 を開 く低 木、

多 く垣根 に用 い る。 また、 苦 難 を与 え る もの、真 髄 、 な どが あ り、HAWTHORNEは 、

イバ ラに 囲 まれ た地 、しか し春 に は 白や紅 の 美 しい実が つ くイバ ラの地 、とな る。genius

は、 原義 で は生 殖 力malegenerativeで あって、根 源 的 な生 成 力 を意 味 してい る。 そ う

す る と、 ホー ソンに捧 げ る、 の献 辞 は、神 の与 え給 うた イバ ラの地 こ そ生殖 力 ・生成 力

の真 髄 であ る、 とい った普遍 的 な意味 内容 を示 してい るこ とにな る。楽 園追 放 の意味 は

なに であ ったのか 、神 とはな にか、につ いてのMelvilleの 肯 定 的 な結 論が 、この献辞 の

中に示 され て い るの では ない だ ろ うか。また、NATHANIELのELは 、神 とい う意 味 で

あ る。ee1の 古語 はelで あ る。ee1は 蛇 の姿 を してお り、その もっ と も拡 大 され た もの と

して、鯨 が あ る。 その汐 吹 きの姿 に、生殖 力 の根源 を見 るの は、 また海 の ビ ヒモスの圧

倒 す る姿 に、原 罪 の根 源 を感 じるのは、 ご く自然 な こ とであ る。 人が 立 ち向か うのが不

可能 とお もわれ る ところの、畏敬 の念 を抱か ず にはお れ ない とこ ろの 、 自然の猛威 が 存

在す るのは何故 か、 と ヨブの神 が 問いか け てい るのだ が、それ に たいす るMelvilleの 答

えが 、 この献辞 の 中 にあ るので は ないか。 しか し、 その答 えであ る生 殖 は、輪廻 の道 で

あ る。 か ぎ りない、 くり返 しの道 で あ る。輪 廻 か らの脱 却 は、 オ リエ ン ト、古代 イ ン ド

の哲学 思想 の根本 であ った。Ahabは 、楽 園の蛇 の投影 と して の、根 源悪 の 象徴 として

の、神 性 み な ぎる鯨 、を打 ち、鯨 と顔 と顔 をあわせ るの であ る。Ahabは 、楽 園 回復 と解

脱 をねが っ た、一 人 の ア メ リカの ア ダム と して の役 柄 をに な った主人公 であ った、 と言

え るので あ る。創 造 に破壊 は しば しば ともな うので あ り、両 者 は、表裏 の関 係 にあ る。

Ahabの よ うな 人物 設定 が あ るか ら とい って、Ahabを 狂 気 のマ イナ ス志 向者 で あ る と、

きめ つけ るこ とはで きな い。 表面 で は、無節 操 の悲劇 で あ って も、 見方 をか えれば、 改

革者 として のAhabが い るので あ る。人間存 在 を離脱 し、高次 の生成へ と向か うAhabが

い るの で あ る。

Try-Pot亭 の 入 口には看板 として 、大が まが二 つ 吊 る して あ る。こ った煮chowderの

調理 をあ らわ した もので あ るが 、鯨 油精 製器trypotが 置 かれ、宿 名 に な ってい る。chow-

derは ア メ リカの料 理 で あって、caldron大 が ま、沸騰 して い る大 が まの よ うな もの 、激

しい掩 乱、 か らそ の名 が きて い る。裏 庭 に乳牛 が い て… とい う言及 には、乳 の掩絆 、 チ

ー ズの製造 の ため の、 とい った連想 を ともな ってい る。 これに は また、 原初 の生 命現 象

を感 じさせ る もの が あ る。大 が まか らは、 黙示録 の終 末の 比喩 が ある と同 時に、新 しい

生成 、生 命 を養 うもの、 秘跡 の 食事 、錬 金 の変成 な ど、す で に述べ た儀 式 としての聖 餐

の意 義 が感 じられ るので あ る。引用 文 のchowder-headedpeopleは 、愚か 者 をあ らわす

が 、視 点 をか えて解 釈 す る と愚 か者 とは い えぬ、 とい うこ とに な るだ ろ う。

また、eelか ら連 想 され るのは、CapeCodの 地形 で あ る。CapeCodは 、Massachusetts

BayとBuggardsBayを は さん で、大 き くL(el)字 型に、 ゆ らゆ ら と張 り出 した岬 であ
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る。Martha'sVineyard島 とNantucket島 を 足 下 に 置 き、 〃'oの 一D嬬 の 中 で さ ま ざ ま

に 象 徴 と して使 わ れ る地 名 の 、NewBedford、Fairhaven、GayHerdな ど の 捕 鯨 港 を

のこぎりば

従 えて い るの で あ る。少 し離 れ た ところに、LongIsland島 のSagHorborが 鋸 歯 の 口

を開け て迫 って い る。

VI.ヨ ブ記 と 躍o∂ッー∠万漉

ヨブ記 の解釈 をめ ぐって は、 ヨブ記 のあ ま りの不 条理 さ、 不可解 さに、 とま どうばか

りであ っ た。 ヨブの神 の横 暴 さ、正 義 の な さ、 なん の罪 もない ヨブ を虫 ケラ同然 に踏み

つ けて、平 然 と 自己の 力 を誇 る神、 この よ うな神 を人は どの よ うに受 け入れ るべ きだ ろ

うか。C.G.ユ ン グ(Yung)は 『ヨブへ の答 え』(ヨ ル ダン社)で 、 この神 に痛 烈 な批 判

をこ ころみて い る。 それ は ともか く措 くと して、神 は愛 な り、正 義 な りといった神概 念

は、新 約聖 書 に なって前 面 に押 し出 され、 その ため、 キ リス ト教 は世 界宗 教 と して、 ま

た、普 遍宗 教 と して、精神 の もっ と も高 い高 みに登 るこ とが で き るよ うに なった のは い

うまで もない。 しか し、 ヨブ の神 の 、 あの粗暴 さ、横 暴 さ、 は、今 もなお、神 の属性 で

あ る こ とに変 わ りはな いの であ る。 自然 の脅威 、 人間 の心 の非道 さ、 な どは、神 の属 性

を反 映す る もので あ るか らであ る。 崇高 な る もの、 美 しい もの、 これ らが神 の属 性 で あ

るの と同 じよ うに、 それ ら と正 反対 の もの も、神 の世 界 に属す る ものだか らであ る。 人

が神 の似姿 で あ る とい うこ とは、神 と人は たが いに鏡 に映 る 自分 の姿 に向 きあ ってい る

こ とに な る。 人に は、 神 の もので あ る不死 性 の原型 が 内蔵 されて い るこ とに な り、 また

神 に も人間 の もつ 制御 しが た い激情 、正 義 な らざる もの 、不条理 、 な どが 内包 され てい

るこ とに な る。

したが って、 人 に も神 に も無 限の 高み と、無 限の低 さが可能性 として 内包 されて い る

ので あ る。 ヨブの神 を理 不尽 であ る といって、 お どろ くには あた らない ので あ る。 では、

人間の魂 が 高 くあげ られ不死 に いた る方法 は何 か とい えば、一つ に は ヨブの生 き方 をあ

げ るこ とが で き る。 しい たげ られて も、義 人 であ る こ とをや め な い、 とい う選択 で あ る。

苦 しみ に徹 底 して耐 え、節操 を まげ ない とき、 その どん底 は神 と並ぶ ほ どの人格 の高 み

にい た る通路 で あ る。 ヨブ の教 訓は、 この よ うに読み とる こ とがで きるだろ う。 ヨブ は

主 の しもべ の一 人 と して、 また、 メシア の出現 を予測 す る もの と して解 釈 され てい るの

であ るが、結 局 ヨブ は償 われ て、その後140年 間生 き、生涯 あ わせ て240年 あ るいは248年

生 きた とされ て い る。最 初 の息子 た ち、娘 た ちは ど うな るのか と考 え る と、疑念 は残 ら

ざるをえ ない。 しか し、 ヨブは 、70人 訳 では、つ ぎの よ うにつ け加 え られ てい る。

"Andithasb
eenwrittenthathewillriseagainwiththosewhomIehovahrisesup."

ヨブ は、エ ホバ が蘇 え らせ る者 た ち と ともに再 び立 ち上が る、 とされて い るの であ る。

人の不死性 が、 その方法 が、 ひ そか に示 されて い るの で あ る。 この点 につ いて、 さらに
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解 釈 をこ こ ろみ て み る。

ヨブ記 は、聖 書 の中 で も、 もっ と も難解 な書 の一 つ といわれ て い る。解 釈 しが た いの

は、神 が 人 間 よ りさ きにつ くられ た被 造 物 の河 馬や ワ ニ、 じつ は鯨 をさ してい るの だが 、

そ うい っ た 自由 意志 を もたぬ 、 無 自覚 の動物 の強 大 な力 を、 自然 の破 壊 力 を神 が 誇 って

い る点 であ るだ ろ う。短 い有 限 の生命 を もつ 人 間に 、無 限 の過 去 に あ るか にお もわ れ る

創 世 の秘 密 を知 っ てい るか、 と神 は 人 に問 うの で あ る。神 の 力 と知識 の あ ま りの 広 さに、

あ ま りに微 小 な ヨブは圧倒 され て ひれ伏 すの だが 、神 の この 問 いに は、秘 め られ た意 図

が あ るの は ないか 、 ひ そか な突破 口が あ るの で は ないか 、 とお もわれ るので あ る。 コッ

プの ご とき器 で もって大 海の水 を測 るこ とが で きるの では ないか 、 とい う示唆 が 、 この

神 の 問 いかけ に は感 じられ るの であ る。

わ か るな ら答 えて み よ、 とい う問 いか けに は メ ッセー ジが あ って、 わか るはず が ない

か ら答 え られ な い、 とい う否定 と、 わか る方 法が あ るの で答 え る こ とが で きるの だ、 と

い う肯 定 との両 義 の解釈 が 可能 であ る。神 の 人間 に たいす る挑 発 は、 謎か け、 で あ るか

もしれ ないの で あ る。

人 は神 の似姿 であ る といわ れ る。 それ な ら、 人 は、受 信機 と しての器 にな って、 限 り

な く、神 か ら知 識 を汲 み あげ る こ とが で きるはず で あ る。霊 的 直感 に よって神 の知 識 を

知 覚 す る とい うグ ノー シス(gnosis)の 考 えが、 これ で あ る。 そ してMelvilleは 、 盟oの

一D勲 を構 築 す るこ とに よって
、 ヨブの神 の問 いに答 え よ う とした とお もわれ るの で あ

る。 ヨブは弁 明 をお え、 長老 た ち も語 りお え て、沈 黙 して しま った。 彼 らの人智 では、

それ 以上 の知 恵は うか ば なか った。 それ まで黙 っ て一 部 始終 を聞 いて いたエ リフ とい う

若 者 が、 い きな り語 りは じめ た。 その言 葉 は、 ヨブや 長 老 た ちの知 恵 を しの ぎ、神 の威

厳 にみ ちて い た。神 の代弁 者 として のエ リフが巫 者 ・シ ャー マ ン であ るのは 、 あ き らか

で あ る。 エ リフは、神 の知 識 をわが もの に で き るの で あ る。近 代 に入 って人 間 中心 主義

の超 人思 想 もあっ たが、Ahabが この 範疇 に入 る とはい いが た い。Ahabは 死 が 目的 であ

り、変 成 をね が って い るの で、彼 の ば あい、 中世 の錬 金 の神 秘 思 想 にむ しろ近 い。 シャ

ー マ ン とまでは いか な くと も
、 人 は瞑 想 に よ るな り、 なん らかの 方法 で神 と交感 し、神

の知 識 を受 け るこ とがで きるの であ る。ユ ダヤ教 ・キ リス ト教 が、 シ ャー マ ンた ち を介

した文 書宗教 で あ るのが、 その例 で あ る。

ヨブ記 と 〃「oの一D嬬 との関 わ りにつ い て述べ る。 まず エ リフが神 の さ きが け として

現 われ て、語 る。

日を重ねれば賢 くなるというのではなく、

老人になればふさわしい分別ができるのでもない(32:9)

言いたいことはたくさんある。

腹の内で霊がわたしを駆 り立てている。
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見よ、わたしの腹は封じられたぶどう酒の袋

新 しい酒で張 り裂けんばかりの革袋のようだ。(32:18-19)

さてヨブよ、わたしの言葉を聞き、

わたしの言うことに耳を傾けよ。

見よ、わたしは口を開き、

舌は口の中で動 き始める。(33:1-2)

答えられるなら、答えてみよ。

備えをして、わたしの前に立て。(33:5)

神はそのなさることを

いちいち説明されない。

神は一つのことによって語られ、

また、二つのことによって語られるが、

人はそれに気がつかない。(33:13-14)

ヨブよ、耳を傾けて

わたしの言うことを聞け。

沈黙せよ。わたしに語らせよ。(33:31)

言うことがなければ、耳を傾けよ。

沈黙せよ。わたしがあなたに知恵を示そう。(33:33)

知恵ある者はわたしの言葉を聞き

知識ある者はわたしに耳を傾けよ。(34:2)

上 の引 用法か ら、 エ リフが神 の巫 者 であ るの はあ きらか であ る。 これ らの 言葉 には 、

微 妙 に伝 え られて い る情 報が あ って、 それ らは言葉(verbally)に よって明確 に伝 え られ

るの で はな く、 暗示 や謎 め いた 出来事 や 現象 に よ って 、娩 曲に示 され るの であ る、 と述

べ られ てい る こ とで あ る。神 が直接 、 人の姿 を とって語 りかけ て こ られ る場合 は、聖書

の 中で も、 きわめ て まれで あ る。 その きわめ て まれ な ヨブ記 に あ って さえ も、暗 喩で さ

ま ざまな情 報 が神か ら人に伝 え られ るのだ と、 引用の エ リフの 言葉 は言 ってい るの であ

る。 も う一 度 くりか えす と、

神はそのなさることをいちいち説明されない。

神は一つのことによって語られ、また、二つのことによって語られるが、

人はそれに気がつかない。(33:1344)

だか らエ リフ は、つづ け て こ う言 って い る。

知恵ある者はわたしの言葉を聞き

知識ある者はわたしに耳を傾けよ。(34:2)

秘密 の 情報 を伝達 す るか ら、 よ く注意 して解 釈せ よ、 とエ リフは い って い るの で あ る。

それは何 か。 暴風 が ど うの、 海の 大型動 物 が ど うの、 な どとい うよ うなこ と と、 ヨブの

試練 とが 、 どの よ うにつ なが って い るのか、 よ く考 えてみ なけれ ば な らない。 こ こで語

られ る 自然現 象の 中に、 謎か けが あ るの では ないだ ろ うか。

エ リフ も神 も、 くりか え し挑戦 的 とも受 け とれ る問 いか け を与 え、 自然の 現象 の どの
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点 に想 い をめ ぐらせ るべ きか を、詳 細 に指 摘 してい る。

ヨブよ、耳を傾け
み わざ

神の驚 くべ き御業 について、 よ く考 えよ。

あなたは知 っているか(37:14-15)(エ リフによる)
たず

わた しはお前に尋ね る、わた しに答 えてみよ。

知 っていた とい うのなら

理解 してい るこ とを言 ってみよ。(38:3-4)(神 に よる)

こ れ ら の 質 問 は 、 人 間 に と って の 不 可 能 な事 象 を、 神 が 誇 示 して い る と考 え るべ きで

は な い 。 文 字 どお り、 質 問 で あ る の で は な い か 。 そ れ も、 答 え るの が 不 可 能 で は な い質

問 で は な い だ ろ うか。 人 間 とい う器 が 、 神 の似 姿 で あ る な ら、 人 間 が そ の小 さ な 器 に 、

無 限 の 、 神 の 知 恵 や 知 識 を映 し と るの は 、 不 可 能 で は な い。 時 間 をか け る と、 多 くの 自

然 法 則 や 科 学 の知 識 が 知 られ る よ うに な る だ ろ う。 器 が 小 さい とい っ て 嘆 く必 要 が あ る

だ ろ うか 。 エ レ ミヤ を は じめ 、 聖 書 の 中 の 深 い 嘆 き の 中 に は 、 か な らず とい っ て よ い ほ

ど、 救 い の 予 兆 が か く され て い る の で あ る。 メ シ ヤ の到 来 を告 げ る と され る個 所 は 、 ほ

ん の 二 、 三 の 隠 喩 で示 さ れ る に す ぎ な い 、 そ れ で も、 ヨ ブ も永 遠 の 生 命 を さず か っ た 、

とさ え 記 述 さ れ る文 書 が あ る。

ヨブ 記 の 自然 描 写 の な か に 、 秘 中 の 秘 と して ひ そ か に 語 り伝 え られ て きた 、 光 に い た

る道 の 示 唆 が 見 られ る の で あ る。Melvilleは 、鯨 の 象 徴 に つ い て 、π40〃y-Z)舷 を 書 い た

の で あ る が 、 そ の 主 題 とす る と こ ろは 、 ヨブ 記 の 自然 に つ い て の 、 神 の 質 問 に た い す る

一 つ の 答 え を
、 示 す こ とで あ っ た。 ル10の 一D勲 の 作 品 巻 首 に 掲 げ られ た銘 句 ・題 辞 と し

て 、 創 世 記 ほ か 鯨 に つ い て の 記 述 、 と、 ヨブ 記 の 自然 描 写 な どか ら、 っ ぎの 言 葉 が 引 用

され て い る。

"AndGodcreatedgreatwhales"(G6紹sぽs)

"Leviathanmakethapathtoshineofterhim;onewouldthinkthedeeptobehoary
."(ノ∂δ)

"NowtheLordhadpreparedagreatfishtoswallowupJonah
."σoη 碗)

"Th
eregotheships;thereisthatLeviathanwhomthouhastmadetoplaytherein."

(P3σ伽s)

"Inthatday
,theLordwithhissore,andgreat,andstrongsword,shallpunishLeviathan

thepiercingserpent,evenLeviathanthatcrookedserpent;andheshallslaythedragonthat

isinthesea."(お π∫αぬ)

こ こ に は 、 秘 跡 の 道 は あ る、 と語 られ て い る の で あ る。 太 陽 の 運 行 や 、 季 節 の 移 りか

わ りを観 察 し、 そ の 法 則 を知 れ ば 、 秘 跡 の 道 は 、 い つ 、 ど こ に 現 わ れ る か が わ か る と い

う メ ッセ ー ジが 、 こ れ らの 引 用 文 に は あ るの で あ る。

使 用 テ キス ト 』40勿 刀 ゴ6々oγ7物 昭加 」6〃yHgア 辮侃 〃61加1♂6ed.〃yC勿zJ6s」%ゴ4諮oη,

ノ7≧(βo∂δs1レノ6γ7ゴ111980)

一51一

∫


